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例題 1 任意に与えられた異なる 4個の整数から、適当に 2個を選ぶと、
その差は 3の倍数になる。

例題 2 平面上の点 (x, y)で、x, yがともに整数であるとき格子点という。
いま、平面上の相異なる 5個の格子点から 2個の格子点を選んでできる線
分の中点を考える。ただし、中点とは、2点を両端とする線分上にあり、
その両端から等しい距離にある点のこと。このときできる中点のうち少
なくとも一つは格子点になる。
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